平成２４年第４回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成24年12月18日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課課長補佐　原島　政行君　　
地域整備課長　川村　文雄君　　教育課長　井上　永一君　　
会計管理者　清水　　明君　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

　　　　

平成２４年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第３号]
平成24年 12月18日（火）

午前10時00分・開議

会　期　　平成24年12月11日～12月18日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長開議宣告
	――

	２
	議案第77号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）
	原案可決

	３
	議案第78号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	原案可決

	４
	議案第79号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）
	原案可決

	５
	――
	各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について
	決　　定

	６
	――
	町長あいさつ
	――


　　　　　　　（午前10時21分　閉会）
午前10時00分　開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりであります。ご協力のほど、よろしくお願いします。

これより議案審議に入ります。日程第２　議案第77号　平成24度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）、日程第３　議案第78号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第４　議案第79号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、以上３件を一括して議題とします。

本件については、去る12月11日、連合審査会に審査が付託され、12月12日に既に審査が終了しております。

連合審査会においては、すべての議案が原案のとおり可決すべきものと決定され、かつ全委員に起立をいただいております。よって、ただいま上程の全３議案については、討論を省略し、直ちに一括して採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第77号から議案第79号までについては、一括して採決します。

　日程第２　議案第77号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）から日程第４　議案第79号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）までの全３議案について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第77号から議案第79号までの全３議案については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第５　各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会の特定事件に関する閉会中の継続調査について、を議題とします。

　お諮りします。本件については、各常任委員会、議会運営委員会及び下水道事業特別委員会から継続調査の申し出がありましたので、お手元に配付の継続調査事項表のとおり閉会中の継続調査にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件については、それぞれ閉会中の継続調査とすることに決定しました。

　以上で、本定例会に付議された案件の審議はすべて終了しました。

　ここで本定例会の閉会にあたり、町長よりあいさつがあります。河村町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　平成24年第４回奥多摩町議会定例会の閉会にあたり、一言感謝と御礼のご挨拶をさせていただきます。

　本議会は、12月11日に開会し、それぞれ連合審査また一般質問等を受け、今日の最終日に町長から提案いたしました条例の制定１件、条例の改正２件、補正予算３件、計６件につきまして、全議員によりまして可決をしていただき、大変ありがとうございました。

　また、一般質問につきましては、９名から14件の一般質問をいただきました。その内容につきましては、私あるいは各所管の課長からご答弁させていただきましたけれども、この厳しい財政の中でどのように効率化し、また最重点事項を実施していくかということについてご答弁をさせていただきました。

さて、いよいよ今年も残り少なくなってまいりましたけれども、大きな政治的な決定がなされました。国会におきましては衆議院の総選挙、また、都議会におきましては、次のリーダーを決める都知事選挙が行われました。結果につきましては、もうご承知のとおりだと思いますけれども、ある意味では３年３カ月にわたる民主党政権の政権に対する厳しい審判が下ったのではないかなというふうに私は思っております。特に選挙というのは、民意で選ばれた人たちがそれぞれ、これは国会であろうが、都道府県であろうが、市町村であろうが、民意が得られたことによって、それが実行していくということであります。もうそういう点では、３年３カ月にわたる国民の不満、あるいは決断ができない政治、また、09選挙にわたる公約のほとんどの公約ができていない、そういう状況がはっきりと見透かされたのではないかなと私は思っております。

再三お話をしておりますけれども、大衆迎合、ポピュリズムの政治をやることによって、その地域あるいは国が壊れてしまうという見本をつくっていただいたのではないかなというふうに思います。特に、首長選挙におきましては、小金井のごみの問題で半年で首長の退任、また、今、現実的には大きく報道されておりませんけれども、東大和市におきましては市長が公約した選挙を覆し、現在まで平成23年度の予算の当初予算が可決をされておりません。また緊急質問が数人にわたってなされ、市長に対する政治姿勢の問題が問われております。このようにして、小さな議会であっても、小さな地域であっても、住民に対してポピュリズム、あるいはできないことを言った部分をどうしていくかということが、今後問われるのではないかなと私は思っております。

議員の皆さん、あるいは私もそうですけれども、住民から選ばれたときの公約、それを実行していくというのが私たちの仕事であります。しかし、できもしないことを自分が当選するためにやったことに対しては、その人自身が責任を持つということが私は大事ではないかなというふうに思います。そういう点では、任期のある部分に関しては、ありますけれども、私は議会で大いにこの地域のこと、あるいは今起こっている行政のことについて、大いに議論をすることは結構だと思います。しかし、一たん決まったものを、今度は住民の側に行って、私はそれは賛成でないというのはいかがなものかなという気がいたしております。そういうことに関しましては、私自身もこれからいろんな意味で情報収集をしながら、そのような齟齬があった場合には、住民の皆様にきちっと説明をし、理解を求めていきたいというふうに思っております。

いずれにいたしましても、私たちの大きな仕事というのは、地域住民の福祉のため、町のためでありまして、個人が当選するため、あるいは特定の人のために利益を与える、そういうことであってはいけないなというふうに思っております。特に私どもの小さな町は、ある意味では財源の確保が最大の目標であります。そういう点では、今回、石原都知事を継承し、５年間にわたって副知事を努めました猪瀬知事が誕生いたしました。ある意味では猪瀬知事は大きな問題ということに対してはいろんな見識を持っておりますけれども、今後、知事に私たちが求めるのは、東京都の町村会会長として、また、小さな町の町村長として、地域の実情についていろんな意味で働きかけをしなければいけないのではないかなというふうに思っております。

今、私自身は東京都のいろんな幹部、あるいは局との関係は非常に良好でございます。そういう点で、再三にわたってお話を申し上げておりますけれども、町民税が８億であるのに、市町村総合交付金はその倍の16億円来ている。これはただ単に一般のルールによって来るという話ではありません。職員を含めたみんなが行政改革をしていく、あるいは議員の皆さんのいろんな議論の中で、むだを省き、また、ばらまきをしない。

１つの例を申し上げますと、今、子ども手当の12項目にわたっての政策をやっております。この政策は、ばらまきではありません。この地域の少子化対策、あるいは定住化対策が非常に重要な課題だというふうに思っております。そういう点で１つの方式として、職員あるいは私たちが１つの方式を、奥多摩方式とでもいえばいいんですけれども、そういう方式を進めております。

それはなぜかというと、それぞれの少子化対策の12項目に対しては、町民税、国民健康保険税、水道料金その他、滞納した人には支給をしておりません。申請をしていただき、それらのわかったものに関しましては、憲法の基本理念であります「権利と義務」をしっかりとしていただく。義務を怠った人には、権利を行使しても、それを支払はしないというのを徹底してやっております。

是非こういう点についても、住民の皆様に議員の皆様から、奥多摩の政策あるいは若者に対する助成策等について説明していただければありがたいなというふうに思うところでございます。

そのようにしていかなければ、片方では税が入ってこない、収入が入ってこないけれども、自分の権利を行使することによって、それらが支給される。その典型的な例が今現実にあります子ども手当であります。子ども手当は、税金を滞納していようが、水道料金を滞納しておろうが、これは出ます。そういう制度では私はいけないのではないかなと。ということで、国も考えていただきたい。

今回の新しい政権では、子ども手当については所得制限を導入するということも一部ささやかれております。もちろん、そうであります。子どもは地域で育てるということでありますけれども、むしろ、子どもは自分の家庭で育てていく。その中に自助があって共助があって、公助がある。公助のところが一番問題でありまして、選挙のためにばらまく、それによって票を得る、こういう政治はもうやめてほしい。それでなくても小さいところは、そういう部分でいろんな知恵を出しながらやっているということを、これから東京都に向かっても、国に向かっても、東京都町村会あるいは全国の町村会の中で発言をしてまいりたいというふうに思っております。

私自身の町、ほかの町に比べて少子化対策、あるいは若者定住化対策が非常に進んでいるというふうに自負をしております。それは今申し上げましたようなことを一つ基本にやっております。また、これも収入対策でございますけれども、東京都には39の市町村がございます。その中の税収の収納率につきましては、39市町村のうち４番目であります。これも非常に職員が努力をしております。そういう努力が報われた結果、市町村総合交付金に対する評価をいただいているということにつきましても、議員の皆様にはわかっていただきたいというふうに思います。

いずれにいたしましても、この厳しい状況の環境の中で、住民の福祉等、あるいは地域の安全安心を確保するためには、財源を確保していかなければいけない、そういう大きな部分があります。もちろん将来のこの町をどうするかという大きな計画も必要でありますけれども、それと同時に、今この町にとって一番重要なのは何かということを、私は考えていきたいと思っております。

今回の政権では、一番の目標を、経済を立て直す、経済を進捗させながら成長させるという大きな目標を持っております。経済が成長しなければ税収は上がりません。と同時に、借金の解消もできません。そういう点を私は注視をしながら、健全な身の丈に合った町政運営をしばらくは続けていかざるを得ないのかなというふうに思います。私自身も、大きな意味では議会の議員の皆様方が言う、いろんなこれからの新しい進展についての予算を策定し、進行したい。それは同じでございますけれども、お金のないところに財源がなくて何ができるか。私は、まず財源の確保をしながら、一つひとつ着実に階段を上りながら、この町の身の丈にあった行財政運営をしていきたいというふうに思っております。

平成24年の最終的な議会でございますから、いよいよ来年の平成25年度予算の編成に向かって、これから12月、１月、２月にかけて編成作業に入ります。特に今申し上げましたように、予算編成に当たっては、国の動向、東京都の動向等を注視しながら予算編成をしてまいりたい。また、継続的な事業、あるいは新しい事業を１つでも２つでも増やしながら実行してまいりたいというふうに思っているところでございます。

特に、現在、新たな課題としては、防災と減災の問題をどうしていくか。議会の中でもご質問がありました。そのとおりでございまして、橋の問題等々を含めて耐震化の診断が終わっております。１つの橋を直す、あるいは耐震化をするためには、１億円以上のお金がかかるという結果も出ております。そういう点では一度にできませんので、計画的にこれも実行しながら、安全安心を図っていきたいと。また、それ以外の地域にある集会施設、これは震災あるいは災害があったときの大切な皆様の避難場所であります。こういう大きな問題も抱えております。こういう問題については、国の制度もありませんし、都の制度も補助金の制度もありません。そういう点で、財源を確保しながら着実に進めていくことが一番いいのではないかなというふうに思うところでございます。

いずれにいたしましても、そういうことを含めて、これから編成作業に当たりますので、来年の定例会に提案いたしますので、十分なご議論をお願いしたいと思います。

どうか、もうあと何日かで平成24年も暮れようとしております。議員の皆様方につきましては、ことし１年間、議会活動あるいは政治活動にご尽力を賜り、大変ありがとうございました。今年はノロウイルスがはやっているようでございますので、どうかかぜをひかないように、引き続きこの地域の発展のために議員皆様方の政治活動をお願い申し上げ、今回の議決に、今回の議会でご審議をいただき可決されましたことに対し、感謝と御礼を申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。大変ご苦労さまでございました。

○議長（清水　典子君）　以上で町長の挨拶は終わりました。

　以上をもって、平成24年第４回奥多摩町議会定例会を閉会いたとします。

　長時間の審議、大変ご苦労さまでした。

午前10時21分　閉会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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